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注
①

東
京
。
横
浜
方
面
か
ら
お
出
で
の
方
は
。
長
崎
空
港
到
着
口
に
十
時
三
十
分
に
ご
参
集
下
さ
い
。

ホ
テ
ル
出
迎
え
の
バ
ス
で
会
場
に
向
か
い
ま
す
。
昼
食
は
各
自
弁
当
持
参
の
上
、
会
場
で
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

お
茶
な
ど
の
飲
み
物
は
用
意
で
き
ま
す
。
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連
吟
の
範
囲
＝
「
嵐
山
」
・
三
丁
裏
の
ワ
キ
よ
り
、
中
入
ま
で
、
「
弱
法
師
」
・
四
丁
表
の
ワ
キ
よ
り
、
ク
セ
留
ま
で
、

「
千
手
」・
八
丁
表
の
ワ
キ
よ
り
ク
セ
留
ま
で
。

注
③

熊
野
の
ク
セ
は
省
き
ま
す
。
そ
の
他
の
曲
に
つ
い
て
も
、
会
の
進
行
状
況
に
応
じ
て
、
地
謡
の
一
部
を
省
略
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

注
④

仕
舞
、
独
吟
な
ど
で
の
番
外
で
の
ご
出
演
を
歓
迎
致
し
ま
す
。

注
⑤

軽
装
で
結
構
で
す
。
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